
転
識
得
智

の
異
説
に
関
す
る
慧
沼
の
見
解

長

谷

川

岳

史

は
以
下
の
よ
う
な

二
つ
の
立
場
が
あ
る
。

一

は
じ

め

に

有
漏

の
第
八

・
第
七

・
第
六

・
前
五
識
を
転
じ
て
、
順
次
に
そ
れ
ぞ

れ
の
識

に
応
じ
て
、
無
漏
の
大
円
鏡
智

・
平
等
性
智

・
妙
観
察
智

・
成

所
作
智

を
得
る
と
い
う
転
識
得
智
説
は
、
周
知
の
通
り
イ
ソ
ド

・
チ
ベ

ッ
ト
に
お
い
て
支
持
さ
れ
、
ま
た
、
中
国

・
日
本
に
お
い
て
も

『
成
唯

識
論
』
以
降
正
義
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
訳
の
唯
識
論
書
の
中

に
は
、

四
智
の
中
、
妙
観
察
智
は
前
五
識
を
転
じ
て
得
ら
れ
、
成
所
作

智
は
第

六
識
を
転
じ
て
得
る
と
す
る
異
説
を
説
く
も
の
が
あ
る
。

筆
者

は
以
前
に
、
こ
の
異
説
を
説
く
文
献
に
着
目
し
、
異
説
に
対
す

中
国
唯
識
諸
家
の
見
解
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
(
1
)

ま
ず
、
異
説
を
説
く
文
献
に
は
、
異
説
を
排
斥
し
て
い
る
親
光
等
造

玄
契
訳

『仏
地
経
論
』
と
、
中
国
に
お
い
て
異
説
を
説
く
も
の
と
し
て

扱
わ
れ
た
無
著
造
波
羅
頗
蜜
多
羅
訳

『大
乗
荘
厳
経
論
』
と
無
性
造
玄

　
訳

『
摂
大
乗
論
釈
』
と
い
う
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。

次
に
、
異
説
に
対
す
る
中
国
唯
識
諸
家
の
見
解
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

し
か
し
、
中
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
異
な
る
二
つ
の
立
場
の
正
否
に

関
す
る
議
論
は
行
わ
れ
な
か

っ
た
た
め
、
日
本
に
お

い
て
問

題
と

さ

れ
、
特

に
、
唯
識
三
祖
の
内
、
た
だ

一
人
異
な

っ
た
見
解
を
提
示
す
る

慧
沼
の
立
場

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
本
研
究
で
は
、
こ
の
日
本
に
お

け
る
議
論
の
発
端
と
な

っ
た
慧
沼
の
見
解
に
関
す
る
問
題
点
や
、
日
本

に
お
け
る
評
価
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二

転

識
得

智

の
異
説

に
関

す

る

慧

沼

の
見
解

『成
唯
識
論
了
義
灯
』
巻
七
末

八

一
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転
識
得
智
の
異
説
に
関
す
る
慧
沼
の
見
解

(長
谷
川
)

〔問
〕

釈
転
識
得
智
中
。
大
荘
厳
論
転
第
六
識
得
成
事
智
。
転
五
識
得
妙
観

察
智
。
此
論
相
違
。
如
何
会
釈
。

〔答
〕

本
有
二
解
。

一
云
荘
厳
不
依
次
説
。
非
言
転
六
得
成
事
智
。
故
不
相

違
。
二
疏
外
別
解
云
。
荘
厳
論
中
拠
第
六
識
能
作
神
通
等
諸
成
業
云
得

事
智
。
五
識
因
位
麁
不
観
察
。
果
位
方
能
云
得
観
察
。
故
亦
不
違
。
無

性
両
釈
。
各
随

一
義
不
違
二
論
。
然
仏
地
論
破
転
五
識
得
観
察
智
。
云

説
法
断
疑
非
五
識
能
者
。
是
破
別
師
。
非
破
荘
厳
。

(大
正
四
三

・
八
〇
九
下
)

こ
の
慧
沼
の
二
つ
の
見
解
に
関
す
る
問
題
点
に
関
し
て
は
、
以
前
に

も
触
れ
た
が
、
第

一
義
の

『大
乗
荘
厳
経
論
』
は

「
不
依
次
説
。
非
言

転
六
得
成
事
智
。」
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
成
り
立
た
な
い
。
そ
れ
は
、

『大
乗
荘
厳
経
論
』
で
は
、
明
確

に

「
八

・
七

・
前
五

・
六
」
と
い
う

の
は
識
を
転
ず
る
次
第
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
慧
沼
は

『金
光
明
最
勝
王
経
疏
』
に
お
い
て
、
『大
乗
荘
厳
経
論
』
を
典
拠
と
し

た
転
識
得
智
説
、

つ
ま
り
異
説
を
引
用

・
支
持

し
て

い
る

か
ら
で
あ

る
。
第
二
義
の
妙
観
察
智
と
成
所
作
智
と
の
兼
能
を
述
べ
る
見
解
に
つ

い
て
は
、
円
測
の

『成
唯
識
論
疏
』

の
見
解
と

一
致
す
る
。

三

『
唯

識
論

同

学
鈔

』

に

お
け
る
慧

沼
説

に
関
す

る

諸
見

解

慧
沼

の
見
解
が
日
本
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
か

を
良
算

(～
一
一
九
四
～
一

二
一七
～
)
編

『唯
識
論
同
学
鈔
』
を
も
と

八
二

に
み
て
い
く
と
、
日
本
で
は
慧
沼
に
対
し
て
批
判

・
擁
護
の
二
つ
の
立

場
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
る
。

批
判
説

〔問
〕

荘
厳
論
中
説
転
識
得
智
義
。
転
五
六
識
得
観
察
成
事
二
智
云
云
。
爾

者
溝
洲
大
師
何
釈
此
文
給
乎
。
灯
作
二
釈
。

一
云
荘
厳
不
依
次
説
。
二

云
説
兼
能
也
取
心
。

〔答
〕

共
有
疑
。
付
初
釈
。
披
大
荘
厳
論
説
見
明
転
識
得
智
之
文
。
八
七
五

六
識
次
第
転
得
故
云
云
。
既
以
八
七
五
六
為
次
第
。
何
云
不
依
次
説
乎
。

付
後
釈
。
諸
教
説
智
品
作
用
多
説
正
用
。
至
荘
厳
論
説
何
忽
論
兼
能
乎
。

若
以
五
六
之
文
為
兼
能
者
。
転
八
七
得
円
鏡
平
等
。
寧
非
正
用
哉
。

(大
正
六
六
・
五
七
五
中
)

こ
の
批
判
説
は
、
慧
沼
の
見
解
全
般
に
関

し
て
批
判
し
た
も
の
で
あ

り
、
特
に
第
二
義
に
関
し
て
は
、
大
円
鏡
智
と
平
等
性
智
に
つ
い
て
は

正
用
を
説
き
、
妙
観
察
智
と
成
所
作
智
に
関

し
て
兼
能
を
説
く
と
い
う

の
は
矛
盾
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

擁
護
説
①

会
之
諸
師
会
釈
非

一
。
其
中
依
宗
家
解
釈
有

二
釈
。

一
者
荘
厳
不
依
次
説

也
。
二
云
至
仏
果
巳
第
六
具
神
通
作
業
用
。
五
識
備
観
察
諸
法
徳
互
有
其
能
。

荘
厳
依
此
義
辺
。
唯
識
談
正
功
能
也
。
就
初
釈
不
依
次
之
説
者
。
西
天
元
有

二
師
。
故
存
五
六
之
次
之
人
誦
荘
厳
云
五
六
也
。
非
慈
氏
本
意
為
雪口。
第
二

釈
意
円
鏡
平
等
説
正
用
。
妙
観
成
事
顕
兼
能
。
影
略
互
顕
也
。
為
言
。

(大
正
六
六
・
五
七
五
下
)
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擁
護
説
②

〔尋
〕

先
付
初
釈
料
簡
。
灯
云
不
依
次
説
。
未
見
誦
者
誤
。
何
顛
関
現
文
謬

乎
。
次
荘
厳
現
文
誰
人
所
誦
乎
。
次
二
釈
中
以
何
為
正
乎
。

〔答
〕

初
釈
同
本
疏
。
又
演
秘
叙
此
釈
。
知
稟
承
之
実
義
也
。
然
不
依
次
説

者
誦
者
誤
者
。
先
徳
所
推
也
。

(大
正
六
六
・
五
七
五
下
)

擁
護

説
③

灯
師
写
仏
地
論
之
詞
云
不
依
次
説
意
顕
荘
厳
彼
不
依
次
之
人
所
誦
也
。
松
室

云
。
非
者
音
可
読
云
云
。
意
云
。
訓
灯
文
云
不
依
次
説
。
非
言
転
六
得
成
事

云
云
。
親
光
不
依
次
者
。
意
破
荘
厳
論
文
云
五
六
也
云
云
。

(大
正
六
六

・
五
七
六
上
)

こ
れ
ら
擁
護
説
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
異
説
は
誦
者
の
誤
り
に
よ

っ
て
生
じ
た
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
そ
し
て
、
慧
沼
の
見
解
の
内
容
に

関
し
て
は
、
①
は
、
妙
観
察
智
と
成
所
作
智
に
つ
い
て
兼
能
を
説
い
た

の
は
影
略
互
顕
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
②
と
③
の
仲
算

(九

三
五
～
九
七
六
)
の
見
解
は
、
一
部

の
原
文
の
意
味
を
操
作
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
慧
沼
の
見
解
が

『仏
地
経
論
』
や
基

・
智
周
と
異
な
ら
な
い

と
い
う

こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
論
証
も
、

何
等
裏
付
と
な
る
典
拠
を
あ
げ
て
い
な
い
。

四

結

び

慧
沼

の
見
解
に
は
、
異
説
を
排
斥
す
る

『仏
地
経
論
』
や
基

『成
唯

転
識
得
智
の
異
説
に
関
す
る
慧
沼
の
見
解

(長
谷
川
)

識
論
述
記
』
に
対
す
る
配
慮
が
何
等
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
第

一
義
に
関

し
て
は
、
明
ら
か
に
見
当
違
い
な
こ
と
を
主

張

し

て

い
る
。
ま
た
、

『金
光
明
最
勝
王
経
疏
』
に
み
ら
れ

る

『大
乗
荘
厳
経
論
』
の
異
説
の

引
用
は
、
慧
沼
が
正
説

・
異
説
を
会
通
す
る
立
場
に
あ

っ
た
と
い
う
よ

り
も
、
む
し
ろ
、
異
説

の
方
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

よ
う
に
も
と
れ
る
。

こ
の
慧
沼
の
見
解
に
関
し
て
は
、
中
国
に
お
い
て
は
そ
の
正
否
に
関

し
て
問
題
と
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
日
本
に
お
い
て
こ
の

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
先
に
み
た

『唯
識
論
同
学
鈔
』
の
中
で
も
、

批
判

・
擁
護

の
諸
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
擁
護
説
の
ほ
と

ん
ど
は
、
問
題
点
を
か
か
え
た
説
得
力
に
欠
け
る
も
の
で
あ
り
、
却

っ

て
混
乱
の
度
を
深
め
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

1

拙
稿

「転
識
得
智
に
関
す
る
唯
識
諸
家

の
見
解
―
イ
ン
ド

・
中
国
篇

―」
(『龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報
』
七
号
、

一
九
九
四
年
)

拙
稿

「転
識
得
智
に
関
す
る
異
説
」
(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
三
巻

二
号
、

一
九
九
五
年
)

拙
稿

「転
識
得
智
に
関
す
る
唯
識
諸
家
の
見
解
―
日
本
篇
―
」
(『龍
谷

大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報
』
八
号
、

一
九
九
五
年
)

2

『成
唯
識
論
本
文
抄
』
巻
四
四

(大
正
六
五

・
七
七
三
上
)

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

転
識
得
智

(異
説
)、
慧
沼
、
『唯
識
論
同
学
鈔
』

(龍
谷
大
学
大
学
院
)

八
三
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